第３６課　神様の導きを受けるアブラハムのしもべ　(創24:10～27)
１．神様の導きを受ける信徒の基礎信仰
（１）神様の力を信じるべきです（詩139:1～9）
（２）神様に会える道を知るべきです（イザ53:5,6）
（３）祈りの祝福を確信すべきです（聖なる、栄光、区別された時間）
（４）信徒の絶対的な使命は何かを知るべきです（マタ6:33）
（５）人生の成功的な方法を知るべきです（Ⅰヨハ5:14）
（６）決断を下す使命者（ダニ3:8～28）
（７）祈りと恵みの生活を妨害することが何かを知る使命者
２．神様の導きを受けるアブラハムのしもべ
（１）先に神様の計画を確認しました（創24:5～9）
（２）神様の御心を見つける祈りが始まりました（創24:12）
　　　①創28:10～22　　　　　　　　②創37:1～11
　　　③出3:1～15　　　　　　　　　④詩78:70～72
　　　⑤使9:1～15　　　　　　　　　⑥使16:9～12
　　　⑦使16:16,31
（３）神様は明らかな道を開いてくださいました（創24:15～26）
　　　①成功したヨセフの兄たちとの違い
　　　②成功したダビデとサウルの違い
　　　③成功したパウロと失敗者の違い
　　　④神様が門を開かれた分だけ動けばよいのです
（４）確認の祈り、感謝の祈りをささげるしもべ（創24:27）
３．神様の導きを受ける一般的な原理
（１）神様のみわざ、命令を確認する祈り
（２）進行―神様が門を開かれた分だけ行動
（３）結果―神様に栄光
４．決断と行動
